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会

議
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内

容

議事

（１）令和６年度青少年健全育成関係事業報告及び支出内訳について

（２）令和７年度青少年健全育成関係事業計画及び予算内訳について

講話

「こどもたちの未来に向けて」

講師 こどもの居場所コーディネーター 大澤 武司

津田 悦子

「鴻巣市こどもの権利条例について」

講師 こども応援課 主任 田村 友裕



注 会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い

場合は、別紙に記入するものとする。

（決定事項など）

（１）令和６年度青少年健全育成関係事業報告及び支出内訳について

・子ども大学こうのすの３つのテーマはどのように決めているのか。

→埼玉県が子ども大学の事業を実施するにあたり、【はてな学】【ふるさと学】【生

き方学】のテーマを決めており、そのテーマに沿った講義を市で検討して実

施している。

・こどもの権利条例を定めたとあったが、どの事業に反映されているのか。

→条例は今年度から施行となっているため、６年度の事業には反映されていな

い。

→事業計画の中では７年度も６年度同様の計画となっているが、事業の内容に

ついて、こどもの権利条例を反映させた内容にしていく予定である。

・青少年非行防止パトロールは６月から翌年５月までとなっているが、決算は年

度なのか。期間に相違がある。また、委員の任期ともずれがある。

→決算は年度である。青少年非行防止パトロールは保険に加入するが、６月の

実施前に年間の保険に加入するため、翌年４・５月の支出はない。

・パトロールを４月から３月にすることはできないのか。

→パトロールは鴻巣市青少年健全育成市民会議の総会で承認後に開始するた

め、６月からとなる。

・仮に４・５月に支出があった場合は前年度の支出となるのか。

→翌年度の支出となる。

・委員任期はどのように定めているのか。

→設置条例には「委員の任期は、２年とする。」と定めているのみで、具体的な

任期は定めていない。前任期のあと、協議会の開催が遅くなったため、現任期

が３月１日からになっている。

・チャレンジスクールの支出内訳で、市民会議２万円の予算に対し支出２万４，

９５０円、市１万６千円の予算に対し支出０円となっているのはなぜか。

→チャレンジスクールの市予算は、講師謝礼を計上している。令和６年度は２

回ともバスで工場見学に行き、講師謝礼が発生しなかったためである。

（２）令和７年度青少年健全育成関係事業計画及び予算内訳について

・彩の国２１世紀郷土かるたの配布予算が昨年度の２４万５千円と比べて１４万

円に減額になっているが、足りるか。

→郷土かるた２００セット分の予算となっている。昨年度の在庫もあるため、

足りると考える。
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